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取扱説明書

保管用

LED用直流電源・防雨型

LPSWP-80-08C LPSWP-K-80-08C
本製品を安全にご利用
いただくため、取り付け前
に必ずこの取扱説明書を
お読みください。

なお、本取扱説明書は
必ず保管してください。
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製品仕様 単位：mm

定格入力 ： AC100V / 200V / 240V  50/60Hz
 95 / 99 / 104VA
定格出力 ： DC8V 10A
重　　量 ： 1450g
保護等級 ： IP66 (常時水没不可）
使用周囲温度 ： 0-40℃
使用周囲湿度 ：15-85%（結露なきこと）
表面温度  ： 56℃＠30℃環境
発熱量 　： 14.2kcal/h
出力短絡保護 ：ラッチ停止（AC再投入で復帰）

AC入力
0.75sq×3c
黒：Live
白：Neutral
緑：アース

ケーブルグランド

Tc：ケース温度測定ポイント

DC8V出力
1.25sq×2c
赤：プラス
黒：マイナス

定格仕様
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注意

本電源について
 弊社の「LED照明器具」専用の電源です。他の器具には使用
しないでください。
 分解、改造は行わないでください。製品保証対象外となりま
す。
 接続する機器の取扱説明書を確認し、仕様の範囲内でご使用
ください。
 本製品は接地工事が必要です。D種（第3種）接地工事を確実
に行ってください。接地工事をしないと感電の原因となりま
す。
 配線した後は、高圧のかかる絶縁測定器などで絶縁チェックを
行わないでください。
 本製品についた汚れは、中性洗剤を軽く含ませた柔らかい布
で拭いてください。
 異常（煙や異臭等）を感じたら、感電や火災を防ぐため速や
かに電源を切り、お買い上げの販売店にご相談ください。

設置について
 本製品は保護等級IP66です。常時水没する環境では使用でき
ません。
 防水性能を維持するために、結線部の防水処理を確実に行っ
てください。
 周囲温度が高くなりますので、電源を重ねたり、密集して設置
しないでください。複数の電源を並べるときは隙間を5cm以
上空けて設置してください。
 使用周囲環境を守り、風通しがよく土台のしっかりした場所
に設置してください。
 電源ユニットは横転、逆転しないように施工してください。
 音響線、アンテナ線、アース線（本電源ユニットのアース線は
除く）等から1m以上離してください。

ご使用前にお読みください01
・  出荷案内書の記載内容と商品の種類および数量が正しいことをご確認ください。
・  出荷時には慎重に梱包しておりますが、開封した時に万一製品が破損していた場合はすぐにお知らせください。
・  配線工事および器具の取り付けは、電気工事士の資格のある方が「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および本取扱説明書に従い 
行ってください。（不備があると器具落下、感電、火災の原因となります。）
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接続について02
・  本機器は弊社製LED照明器具、コントローラ専用のDC8V直流
電源です。本体から伸びる各線を圧着端子などを用いて確実に
接続してください。また、接続には十分な電気容量を持つ電線を
ご使用ください。

・  トキスター製コントローラでは＋が赤となっておりますので、
赤コード同士を接続してください。

・  アース線はD種（第３種）接地工事を確実に行ってください。
・  本機器は軒下雨線内でご使用ください。

LPSWP(-K)-80-08C

AC100~240V入力

黒：Live
白：Neutral
緑：アース

赤：プラス
黒：マイナス

DC8V出力

設置について03
すし詰め配置 お互いに間隔をあけて設置

50ｍｍ以上あける

保護機能について04
短絡保護機能
2次側を短絡すると保護機能により出力が停止します。
短絡を改善し、AC再投入で復帰します。
過電流保護
定格以上の負荷を接続したり、短絡による過電流が流れると保護
機能が動作し、出力電圧の低下、負荷LEDの点滅及び電源出力が

停止します。過負荷や部分的な短絡などが無いか確認し、状況を
改善し、AC再投入で復帰します。
温度保護機能
本電源に温度保護機能はありません。高温環境での使用は電源の
寿命を縮めたり故障の原因になりますので、使用周囲温度にご注
意ください。

 本機器は防雨形ですので屋外への設置が可能です。
結線部には確実な絶縁・防水処理を施してください。
確実な結線方法の一例を下記に記します。

末端部も、同様に各電線を絶縁処理し、
自己融着テープをハーフピッチで巻きつけた後、
シース含めて絶縁テープを巻きつけてください。

電源線、調光線の各電線それぞれを結線・絶縁
処理し、自己融着テープをハーフピッチで巻き
つけた後、その上に絶縁テープを巻きつけてく
ださい。そのとき、必ずテープはシース（電線
の外皮部分）を含めて巻きつけてください。
電線とシースのすき間からの浸水により不良
の原因になることがあります。

 電源を入れる前に配線をもう一度確認してください。　
正しく接続されていないと、ショート等機器の破損、故障
の原因になります。

 電気工事が必要な場合は、電気設備の技術基準に従って
有資格者が行ってください。

注意


